
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3023 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「精選現代文Ｂ改訂版」（三省堂） 

副教材等 

カラー版新国語便覧新版６訂（第一学習者） 

入試頻出漢字＋現代文重要語彙 ＴＯＰ2500 三訂版（いいずな書店） 

評論速読トレーニング 2000（数研出版） 

読み・書き・覚える日本文学史必携（第一学習社） 

即戦ゼミ 入試頻出新国語問題総演習三訂版（桐原書店） 

＜三訂版＞共通テスト対策現代文完答２２（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・３年生ではこれまで習ってきたことを駆使し、より難解な文章を読解できる力を身につけます。 

・様々な文章を「読む力」はもちろん、コミュニケーションのための「話す・聞く力」や意図を伝

えるための「書く力」を身につけていきましょう。 

・文章読解の基本は論理的に読むことです。論理的に読むためにはどうすれば良いのかを、授業中

はもちろん、自分で勉強するときにも意識しましょう。 

・論理的であることは話すときや書くときにも必要です。自分の意図を齟齬なく相手に伝えるため

に、論理的に伝えることを意識しましょう。 

・提出物は上記の力を身につけるためのものです。その目的を忘れずにやりましょう。 

・毎回の授業が受験勉強だと思ってしっかり臨みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・言葉の様々な特質について理解し、目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表

現することができる。 

・論理的な思考によって、文章の内容や構成を的確に把握することができる。 

・人間関係において互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 



※令和３年度以前入学生用 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（グループワー

クや発表等で

のパフォーマ

ンスの評価） 

記述の確認及び

分析 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

記述の確認及び

分析（ノート、

ワークシート

等） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

前
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
る 

教材： 

「「ブーボー」と「マン

マ」の記号論」 

「判断停止の快感」 

「「私」消え、止まらぬ

連鎖」 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a:論理的な読解方法について確

認し、文章の道筋を的確にとら

えようとしている。また、考え

たことについて進んで伝え合

おうとしている。 

b:相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合っている。 

c:自分の考えについて、適切な語

句、表現を用いて書いている。 

d:論理的な読解方法を用いて、文

章の道筋・内容を的確にとらえ

ている。 

e:語句や漢字について正しく理

解し、使いこなせる言葉の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

c:記述の確認及

び定期考査 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
る 

教材： 

「舞姫」 

 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているか

を捉え、その表現が果たしてい

る効果に気付こうとしている。

また、考えたことについて進ん

で伝え合おうとしている。 

b:相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合っている。 

c:自分の考えについて、適切な語

句、表現を用いて書いている。 

d:表現の効果や言葉の深さに気

付いている。 

e:語句や漢字について正しく理

解し、使いこなせる言葉の数を

増やしている。また、文章の形

態や文体の違いによる特色に

ついて理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

c:記述の確認及

び定期考査 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 
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評
論
の
内
容
を
理
解
す
る 

教材： 

「病と科学」 

「南の貧困/北の貧

困」 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a:論理的な読解方法について確

認し、文章の道筋を的確にとら

えようとしている。 

b:相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合っている。 

c:自分の考えについて、適切な語

句、表現を用いて書いている。 

d:論理的な読解方法を用いて、文

章の道筋・内容を的確にとらえ

ている。 

e:語句や漢字について正しく理

解し、使いこなせる言葉の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

c:記述の確認及

び定期考査 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

後
期 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
る 

教材： 

「飛行機で眠るのは

難しい」 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているか

を捉え、その表現が果たしてい

る効果に気付こうとしている。

また、考えたことについて進ん

で伝え合おうとしている。 

b:相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合っている。 

c:自分の考えについて、適切な語

句、表現を用いて書いている。 

d:表現の効果や言葉の深さに気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

c:記述の確認及

び定期考査 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:記述の確認及

び定期考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
る 

教材： 

「忘れられる権利」 

「日本文化の雑種

性」 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a:論理的な読解方法について確

認し、文章の道筋を的確にとら

えようとしている。 

b:相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合っている。 

c:自分の考えについて、適切な語

句、表現を用いて書いている。 

d:論理的な読解方法を用いて、文

章の道筋・内容を的確にとらえ

ている。 

e:語句や漢字について正しく理

解し、使いこなせる言葉の数を

増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:行動の観察 

 

c:記述の確認及

び定期考査 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

※ 年間指導計画作成上の留意点 

 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


